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２０１３年７月３日　第２１０９回例会　VOL. ４５　No. １

■司　　会　ＳＡＡ  後藤　英則

■開会点鐘　会　長　安藤　公一

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想

　　　ＳＬ　新川　　尚

■出席報告

　 
■本日の欠席者
青木、漆原、斎藤、松本

■他クラブ出席者
倉本、佐藤 (横浜鶴峰 RC)

■ビジター
小澤　　操殿

(第５ガバナー補佐、横浜瀬谷 RC)

相澤　正見殿 (IM 実行委員長、横浜瀬谷 RC)

中川　成美殿 (横浜北 RC)

■７月誕生記念祝い

倉本　宏昭会員　　　　　7.24

黒瀬　一敏会員　　　　　7.16

吉野　寧訓会員　　　　　7.2

福村　　正会員　　　　　7.15

杉山　雅彦会員　　　　　7.29

■会長報告
　就任挨拶は後ほど別途行いますので、ここ

では地区からの連絡を報告します。

○地区関係

１）地区大会チャリティーディナーパーティー

のお知らせ

日時　９月 19 日㈭ 18 時～

場所　横浜ロイヤルパークホテル )

２）地区インターアクト合同会議

　　（神奈川近代文学館）

日時　７月 20 日㈯ 15 時

　　　青木新世代委員長と安藤が出席します。

３）地区拡大増強退会防止セミナー

日時　７月 11 日㈭

場所　ソシア 21

　　　内田増強委員長と安藤が出席します。

４）新世代委員長会議

日時　７月 29 日㈪

５）地区インターアクト交流会（JICA 横浜）

日時　７月 30 日㈫午前 10 時

６）会長幹事会

日時　８月２日㈮　18:30 分～

本日の出席率      85.71％

本日の出席数     24 名会 　 員 　 数  　33 名

修正出席率   　100％
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場所　三ツ境ライフ

　　　安藤・福村が参加します。

○クラブ関係

１）日時　７月 10 日例会

　　鈴木氏と二宮氏の入会式を開催します。

２）日時　７月 24 日例会　

　第３回クラブﾞ協議会を小澤ガバナー補佐の

　下、開催します。

３）日時　８月７日例会

　　市川ガバナーが来訪されます。

４）本日、７月３日㈬ 18:30 ～第３回理事役

員会をクラブ事務所で開催します。

■幹事報告
例会臨時変更のお知らせ

○神奈川ロータリークラブ

日時　７月 15 日㈪休会 (定款により )

日時　８月 12 日㈪休会 (定款により )

○横浜鶴峰ロータリークラブ

日時　７月 13 日㈯親睦移動例会

　　　点鐘 18 時

場所　イタリアン料理　ヴェルディ

　　　神奈川区広台太田町 2-4

　　　℡ 045-322-7703

会費　5,000 円

■スマイルクイーン　　　　　

　　　　　　　　　　　　　大谷　蓉子会員

■ガバナー補佐挨拶　　　　　　  小澤　　操

　今年度第５グループガバナー補佐を仰せつ

かりました横浜瀬谷ロータリークラブの小澤

でございます。　本来であれば新年度が始ま

る前にご挨拶に伺わなくてはなりませんでし

たが、仕事柄なかなか時間が取りにくいだろ

うと言うことで、田中前がバナー補佐のご配

慮によりまして、６月の第５グループ現・次

年度会長幹事会におきまして、がバナー補佐

就任のご挨拶をさせていただきました。

　ロータリーに入会しまして 21 年が過ぎまし

たけれど、ロータリー歴が長いだけで、ガバ

ナー補佐としてその責務が果たせるかどうか

不安ではありますが、皆様方のご支援により

まして今年度務めさせていただきます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

　最後に昨年度の地区大会開催にあたりまし

て、山崎前会長をはじめ、五十嵐会員その他

旭 RC の会員の皆様には大変お世話になり有難

うございました。心より御礼申し上げます。

　また、今年度は IM のホストクラブを引受る

ことになり、本日、相澤 IM 実行委員長と共に

まいりました。１年間よろしくお願いいたし

ます。

■ IM 実行委員長挨拶　　 　　　 相澤　正見

　2013 ～ 14 年度 IM 担当の瀬谷ロータリーク

ラブの相澤です。昨年度は地区大会には山崎

会長をはじめ会員の皆様には大変お世話にな
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さんでありました。

　私が遠藤さんと初めて出会ったのは、10 年

前の 2003 年、平成 15 年の春のことでした。

遠藤さんが岩沼さくら幼稚園の PTA 会長を務

められた時の副会長に私が指名されたのが遠

藤さんとのお付き合いの始まりでした。

　その年の７月、あぶくま青年会議所を卒業

したばかりの私に、親父はライオンズなのだ

から、あなたはロータリーに入りなさいとの

お誘いを受け、ロータリアンの皆様の推薦に

より、伝統ある岩沼ロータリークラブに入会

させていただきましたところ、すでに遠藤さ

んはベテラン会員としてご活躍されておられ

ました。あれから 10 年の日々をロータリーの

友として、奉仕の理想を求めつつ共に活動を

してまいりました。

　遠藤清貴会員は、1994 年平成６年６月７日

に岩沼ロータリークラブに入会されました。

2001 ～ 02 年度には清水達朗第 35 代会長の幹

事を務められ、新世代委員長や職業奉仕委員

長などを歴任され、2010 ～ 11 年度には岩沼

ロータリークラブ第 44 代会長にご就任なされ

ました。

　しかし運命のいたずらなのでしょうか、遠

藤会長年度の 2011 年 3 月 11 日に発生した東

日本大震災により、我が岩沼ロータリークラ

ブも遠藤会長の決断により被災地支援を開始

したのであります。３月末には、国際ロータ

リーの支援を受け、被災地のどこのクラブよ

りも早くシェルターボックスを入手し、松尾

光高幹事や会員の皆様と協力し、遠藤会長自

らの手で被災地にテントを設営し、汗を流し

ていた姿がとても印象に残っております。私

は岩沼市の安置所を担当していたため、お手

伝いをすることができませんでしたが、遠藤

会長のリーダーシップで行動したテント設営

は、岩沼市民の皆様より大変喜ばれ、感謝の

言葉をいただいたのでありました。

　また、被災地の農業支援のため、いち早く

復興トマト栽培のプロジェクトを立ち上げ、

岩沼市に明るい話題を提供し、復興に貢献し

たのであります。そして日本全国や世界のロー

り、またご協力頂きまして有難うございまし

た。特に五十嵐会員にはお世話になりました。

　今年度 IM 担当ですが、分らない事ばかりで

す。旭では２年程前に経験したとの事、何か

とお世話になります。宜しくお願いします。

　尚、皆様多数のご出席頂きますようお願い

申し上げます。

■訃報　　　　　　　　　　　　  千葉　和裕

　岩沼ロータリークラブ会員　遠藤清貴殿

（2010 ～ 11年度第 44代クラブ会長享年 62歳）

におかれましては、平成 25 年６月 24 日ご逝

去されました。

　当クラブの親睦旅行にも参加され、岩沼駅

には白衣を着て迎えて頂きました、また佐勘

での懇親会そして二次会にもご一緒されまし

たがその一週間後の突然の訃報でした。

　ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

■弔辞
　　 岩沼ロータリークラブ会長　大友　浩幸

　岩沼ロータリークラブ第 44 代会長、遠藤清

貴様の御霊に謹んでお別れの言葉を申し上げ

ます。

　遠藤さん、清貴さん、清ちゃん、遠藤先生と、

様々な愛称で呼ばれ、皆様に親しまれた遠藤
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タリアンからのご支援ご協力を受け、震災か

ら２年３ヵ月がすぎました。

　私の会長としての任期も残すところ１週間

の、６月 24 日午前７時 30 分、私の携帯電話

に着信がありました。遠藤さんの携帯からの

電話でした。おはようございます、何かあり

ましたか。と相手も確認せずに答えてしまっ

たところ、奥様要子様のか細い声が聞こえた

のであります。まさか…すると、主人が今亡

くなりました…とのお知らせでした。私もびっ

くりし、清貴さんですか…と聞き返すことし

かできませんでした。本当に遠藤さん本人な

のか…信じることができないまま８時 30 分に

病院に寝台車を向かわせますと答えることし

か出来なかったのであります。間違いであっ

てほしい、そんな気持ちを抱えつつ自宅へ戻っ

た遠藤さんの元へ駆けつけ、お顔を拝見し、

ああやっぱり清貴さんなんだと知らされまし

た。震災時の疲れが出たのか…、お元気だっ

た遠藤さんの早すぎる旅立ちにただひたすら

手を合わせることしかできませんでした。

　今年３月 11 日に行われた仙台空港でのロー

タリーの鐘除幕式では、ロータリーソング「奉

仕の理想」を演奏しソングリーダーとして立

派に大役をつとめていただきました。６月９

日には千年希望の丘に奥様の要子様と共に植

樹をしてきたばかりでした。

 また６月 15 日には、被災地支援の縁で、友

好クラブを結んだ横浜旭ロータリークラブの

皆様をお迎えして秋保温泉で合同例会を開催

し、親睦を深めてきたばかりでした。そして

遠藤さんに最後にお会いしたのは 18 日の例会

でありました。職業奉仕委員長として、名取

高校の就職模擬面接の報告や、次年度も職場

訪問はル・セルクルに行くことにしますと熱

く語っておられました。まさかあの時が最後

になるとは、そして本日、ここでお別れの言

葉を述べることになるとは予想することなど

できませんでした。本当にさびしいかぎりで

あります。

　遠藤さんと共に過ごした思い出話しは尽き

ませんが、そろそろお別れの時がやってきま

した。岩沼ロータリークラブの会員として、

世界のロータリアンとして活躍された 20 年

間、本当にお疲れ様でした。そしてこの一年間、

若輩の私を支えていただき誠にありがとうご

ざいました。南舘秀雄会長年度からの岩沼ロー

タリークラブスローガン「地域をみんなでよ

り良く復興しよう！」は次年度の小野勉会長

にも引き継がれる予定ですのでご安心下さい。

これからも岩沼ロータリークラブの永久会員

として、高い空からお見守り下さい。また時

には厳しくご指導をお願い致します。在りし

日の遠藤清貴会員の足跡に敬意と感謝申し上

げお別れの言葉と致します。ありがとうござ

いました。

　　　　　　　　　　　平成 25 年６月 28 日

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

小澤　　操殿 ( 横浜瀬谷 RC) ／ガバナー補佐

就任のご挨拶にうかがいました。一年間よろ

しくお願い致します。

相澤　正見殿 ( 横浜瀬谷 RC) ／久し振りに例

会におじゃまします。本日はガバナー補佐と

共に IM のお願いに来ました。分らない事ばか

りなので何かとお世話になります。宜しくお

願いします。

中川　成美殿 ( 横浜北 RC) ／先日は南三陸町

の視察に同行させていただき有難うございま

した。お陰様で大変勉強になりました。本日

はそのお礼に参りました。

安藤　公一／小澤ガバナー補佐、相澤 IM 実行

委員長、ようこそおいで頂きました。新年度

の第１例会にご来訪頂き光栄です。これから

１年精一杯頑張りますので、皆様宜しくお願

い致します。

福村　　正／小澤ガバナー補佐、相澤 IM 実行

委員長をおむかえして。中川さんようこそ！

吉野　寧訓／お陰様で 87 回目の誕生日を迎え

ました。なお公式にはあと２ヶ月待たなけれ

ばなりませんが、今月初めの締めによります

と、出席率は 100％が確定しました。

吉原　則光／安藤、福村体制の新年度のスター

ト心からお祝い致します。昨年度最終例会の

折、功労賞という特別な賞には大変恐縮して



– 5 –

千葉　和裕／安藤、福村さんの船出を祝して。

新川　　尚／安藤会長、福村幹事一年間宜し

くお願いします。

佐藤　真吾／①安藤会長、福村幹事一年間よ

ろしくお願いします。②小澤ガバナー補佐、

相澤 IM 実行委員長、そして中川前ガバナー補

佐ようこそ。③妻の誕生日にお花をいただき

有り難うございます。

市川　慎二／①新年度を祝して。安藤公一会

長、福村幹事一年間宜しくお願い致します。

②瀬谷ロータリークラブの相澤さん、小澤ガ

バナー補佐、前ガバナー補佐中川様、ようこ

そお越し下さいました。

北澤　正浩／安藤会長、福村幹事そして皆さ

ん、新年度もよろしくお願い致します。

■新年度を迎えて
○会長挨拶　　　　　　　　　　安藤　公一

　先ず初めに例会数 2109 回を数え、40 年余

りに渡る歴史と伝統、そして数々の奉仕活動

実績のある横浜旭ロータリークラブの第 44 代

会長を拝命し身の引き締まる思いで一杯です。

諸先輩方のご尽力により築かれた数多くの輝

かしい実績を決して汚すことなく、少しでも

上積みができるように精一杯の努力を重ねて

いきたいと考えております。

　会長を務めるにあたり研修を重ねる度に

ロータリークラブに対する自らの不勉強さを

痛感しているところです。言い換えれば、ロー

タリークラブについての勉強の絶好の機会を

与えられたと理解して、これを契機に人間と

して更なる上積みをしていきたいと考えてい

おります。ご配慮に厚くお礼申し上げます。

有り難うございました。

関口　友宏／①安藤公一、福村年度のスター

トを祝して。②中川さん一年間ご苦労さまで

した。③小澤さん、相澤さんようこそ。

大谷　蓉子／山崎会長さん、幹事さん、ご苦

労さまでした。安藤新会長さん、幹事さん、

よろしくお願いいたします。

川瀬恵津子／安藤さん、福村さんの船出を祝

して。

田川　富男／①家内に誕生日祝いをお花を頂

きましてありがとうございました。②国際奉

仕委員長を受けさせてもらいました。宜しく

お願い致します。

矢田　昭一／新年度の出発を祝して。会長幹

事がんばって下さい。

安藤　達雄／新年度を迎えて。役員の皆さん

ガンバッテください。

内田　　敏／①新年度安藤公一さん、福村さ

んを祝して。１年間よろしくお願いいたしま

す。②小澤ガバナー補佐、相澤さんようこそ。

二宮　　登／新年度を祝して。中川さんよう

こそいらっしゃいました。

綿貫　守一／安藤さん、福村さん本年度よろ

しくお願い致します。

倉本　宏昭／①安藤、福村丸の出航に乾杯！！

②ガバナー補佐小澤様、IM 実行委員長相澤様

今年一年よろしくお願いします。③横浜北ロー

タリークラブ前ガバナー補佐中川様ようこそ。

太田　勝典／安藤公一さん、福村さん新年度

を祝して。一年間よろしくお願いいたします。

増田嘉一郎／①ガバナー補佐小澤様ようこそ。

②安藤会長、福村幹事一年間頑張って下さい。

山崎　良三／安藤、福村年度に御祝いを申し

上げます。新理事役員の活躍も重ねて期待し

ています。

五十嵐　正／安藤公一、福村年度の門出を祝っ

て。

後藤　英則／新年度を祝して。安藤会長、福

村幹事よろしくお願い致します。

杉山　雅彦／安藤会長ほか新役員の皆様、宜

しくお願い致します。
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ます。このような貴重なチャンスを与えてく

ださった会員の皆様に心より感謝申し上げる

次第です。

　論語に「子曰く、之を知る者は、之を好む

者に如かず。　之を好む者は、之を楽しむ者

に如かず。」という言葉があります。会長職を

務める１年間勉強を重ね、「知る者」から「好

む者」へそして「楽しむ者」への進化できて

いければ、今後のロータリーライフをより充

実したものにしていけると考えています。

　さて、本年度の国際ロータリー、ロン・バー

トン会長の方針は、「ロータリーを実践しみ

んなに豊かな人生を（Engage Rotary Change 

Lives）」です。

　また、第 2590 地区市川緋佐麿ガバナーの地

区方針は、お手元にある 10 項目で、詳細につ

いては活動計画書冒頭部分に掲載されていま

すので、その部分をお読み頂きたいと思いま

す。

　その地区方針の中に「今期各クラブ純増１

名必達」とあります。これに就いては当クラ

ブとしても是非達成したいと考えており、昨

年同様に年間２回の体験例会をプログラムに

組みました。この体験例会を中心に増員活動

を行っていきますので、皆様方のご協力をお

願い致します。

　本年度の方針として更なる当クラブの発展

を目指して下記３点を掲げました。

①より強いクラブに向けて目的の共有と自ら

　参加する意識

②従来の奉仕活動の再認識、継続、発展

③中長期的視野に立った組織作りと意識付け

　①については、一昨年３月 11 日の東日本大

震災以降、現地訪問、復興支援委員会設立、

IM ホスト、地区協議会ホストを経て、昨年

度の活動資金逼迫問題も山崎会長のリーダー

シップの下、会員の皆様のご支援・ご協力の

お蔭で乗り越えることができ、更に 1 年間出

席率 100% をも達成し、クラブとしてかなり強

くなってきたことを実感しております。ピン

チをチャンスに変えることができたことは、

クラブ会員全員の力がいかんなく発揮され、

組織としての結束力が更に強まった結果であ

ると確信しています。このような素晴らしい

クラブに大いなる誇りを持っています。

　しかしながら、昨年と同様に、現状の人員

体制では新たな活動を始めるためには資金面

での限界があることは、会員皆様のご認識頂

いている通りです。新たな仲間を増やすこと

で組織の活性化にも貢献できるはずですので、

会員全員で取り組んでいきたい問題です。

　また、昨年度同様にスマイルへの積極的参

加をお願いします。奉仕活動の資金としての

位置づけのスマイルボックスは、昨年度は実

に 160 万円を越え、予算の 160% 以上という実

績を上げました。今年度も同額以上を目標に

予算化しています。昨年度以上の奉仕活動を

行うためにも皆様の更なるご協力をお願い致

します。

　②に関しては、当クラブの強みは、平均在

籍年数 18.4 年とロータリー歴の豊富な先輩

方が多いことです。今日現在で、在籍 40 年以

上の正会員が３名、30 年以上５名、20 年以上

が６名、10 年以上が８名となっており、実に

2/3 以上の方々が二桁の年数を刻まれておら

れます。

　長年ロータリー活動を継続されている先輩

方は、ロータリーの本質を熟知され、それを

好んで実践され、ロータリー活動全てを楽し

まれていることは間違いのないところと確信

しております。この先輩方の貴重なご経験を

これからのロータリー活動に生かしながら当

クラブの活動を進めていく所存です。

　先輩方の貴重なご経験をご披露して頂き、

在籍年数の若い会員達の研鑽になるように

毎月第４例会に５分間の時間を設けました。

( ロータリー情報委員会からの提案 ) これに

ついては、今から楽しみです。

　③については、本年度より各委員会に委員

長補佐を設けました。その方々は昨年度その

委員長として活躍なさった方々です。ロータ

リーは単年度主義ですので、担当が代わると

前年度の経験が活かされないことがあること

を危惧し、奉仕活動の質を向上させるため継
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○幹事挨拶      　　　　　　　 福村　  正

　2013 － 14 年度クラブ幹事にご指名いただ

きました。

　安藤年度において会長方針を実現すべく効

果的なクラブ運営を、目指したいと思ってい

ます。

　ロータリークラブの奉仕の精神は不断の実

践の上にのみ成り立つものと考えます。各会

員、各委員会の活動が効果的に実施されるよ

う支えられればと考えています。

　不慣れな門出となりますが、皆様のご支援

ご指導をお願いいたします。

○クラブ奉仕委員会      委員長 新川　　尚

　クラブ奉仕はロータリー活動の原点です。

他の全ての奉仕部門がその活動を効率的に確

実に推進するためには、クラブ奉仕が円滑に

運営されていなければなりません。

　今年度の地区クラブ奉仕委員会の方針は「元

続性を持たせることを意識しています。

　当クラブ創立 50 週年へ向けて在籍 10 年前

後の方々が次々と会長を務めていくことにな

ります。次の半世紀に向けて今からしっかり

した基盤を構築していくため、積極的に在籍

年数の若い会員に重要ポストを計画的に任せ

ていくクラブの流れを作って行きたいと考え

ています。また、任された若い会員もその意

識を持って活動していって頂きたいと考えて

います。

　奉仕は SERVICE と英語で置き換えられます。

会員自らが会員相互に対しサービスを行い、

そしてそれがクラブ、職業、社会、地域、国際、

新世代へと向けられていくことがロータリー

の奉仕の理想だと解釈しています。

　ロータリーの基本理念である「親睦の中か

ら奉仕の理想を生み出す」クラブに会員皆様

と共に一歩でも近づいて行きたいと考えてい

ます。

　会員皆様の貴重なお時間を毎週 1 時間以上

拝借する訳ですので、常に有意義で楽しかっ

たと思える例会の運営に尽力します。

　最後にこの一年、

・「PASSION( 情熱 )」　

・「MISSION( 使命 )」

・「ACTION( 行動」

　を自らのキーワードとし、情熱をもって使

命を果たすべく行動して参ります。

　そして会員全員が、更に好きになって頂け

るクラブ、更に誇りを持って頂けるクラブを

目指していきます。

　横浜旭ロータリークラブの会長として会員

の皆様が恥ずかしいと感じることの無き様、

これからも日々研鑽を重ねていく所存ですの

で、皆様からの更なるご指導、ご鞭撻を切に

お願い申し上げると共に、万一、私自身の不

勉強と力不足により至らぬ点が生じた際には、

寛容の心をお持ち頂きながらも厳しくご指導

頂きたく、これから１年宜しくお願い申し上

げます。
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気なクラブづくり」を目標とし、ロータリー

活動の原点である「クラブ奉仕」を他の奉仕

部門が効率的な効果を挙げる為に円滑に運営

されクラブ内外で奉仕活動が行える「奉仕の

心」をつくり上げるための活動をサポートす

るということです。

　地区方針を踏まえ、「魅力あるクラブづくり」

を目標にクラブ奉仕部門の各委員会が活発に

活動することができるようにサポートしてい

きたいと考えます。

○職業奉仕委員会    

  計画書をご覧ください。

○社会奉仕委員会 　    委員長　千葉　和裕

　計画書をご覧ください。

○新世代奉仕・インターアクト委員会
　　　　　　　　　　 副委員長　佐藤　真吾

１）横浜商大高校インターアクトクラブの活

動に対するサポート

　高校側と連携を取りながらその活動に対し

てしっかりとサポートしていきます

２）ガールスカウト 102 団の活動に対するサ

ポート

　毎年４月第２週の土曜日に行っている二俣

川駅南口からこども自然公園までの街道のゴ

ミ拾いに参加・協力します

　ここの所、会員の活動への協力・参加が少

ないように感じられます。今年度は会員の参

加を積極的に呼びかけていきますのでご協力

よろしくお願いします。

○国際奉仕委員会 　　　 委員長　田川 富男   

  今期、国際奉仕委員長の田川です。誠に申

し訳ございませんが、自分の勉強不足のため、

何を活動するか手探りの状態ですので、皆様

のご協力をいただき活動していきたいと思っ

ています。

　言うまでもなくロータリークラブに於いて

五大奉仕は活動の哲学的および実際的な基準

であり根幹です。全ての奉仕が大切な活動で

す。その中に国際奉仕があり、他国の人々を

助けることを目的としてクラブのあらゆる活

動やプロジェクトに協力する事とロータリー

クラブ定款第５条に定義されております。

　ただ現実的には奉仕の相手先が遠く距離的、

心情的にも接点が無く、活動が難しいと考え

ます。そして活動の接点があっても資金的に

厳しい面もあります。その中でも国際奉仕の

活動は大切であり、会員の方々に国際奉仕の

重要性について理解していただけるよう活動

したいと思います。

　また、直面的には世界各地で発生した災害

等の支援に対して地区からの要請が発生した

場合には、その都度、特別寄付をお願いする

と思いますので、宜しくお願い致します。

■次週の卓話　　　
　　クラブ奉仕フォーラム　　
　　新川会員    

                   　週報担当　吉原　則光


